
Title 巽信晴著 独占段階における中小企業の研究
Sub Title Small business in the period of monopoly capitalism, by Nobuharu Tatsumi
Author 北原, 勇

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1960

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.53, No.9 (1960. 9) ,p.798(60)- 803(65) 
JaLC DOI 10.14991/001.19600901-0060
Abstract
Notes 書評
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19600901-

0060

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


.

.巽

.

信
，

晴

著

.

-

.

:

•
:-
-

'■
■

.

•『
に
お
け

#

 

中
小
企
業
の
派
究

』

....
 .■:.,;.:
'-::',
:
;-
.'.'.
:
;
'.
:
"
-
■■:' 

.
 

..V. 

:

へ

：....

.

-

.

.
 

. 

.
 
';-
■へ
,'
'
.
.
.
.
. 

.... 

-

;.
-
--v
:

.

.

.

义

ゾ

し
"
r 

.

:、w
^
:ル
:̂
璧

義
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論
翦
迷
の
中
に
沈
滞
気
味
で
あ
つ
た
が
、
最
近
に
い
た
り
、
き
わ
め
て
活
発 

な
動
向
を
し
め
し
は
じ
め
て
い.る
o
:來
京
を
中
心
に
し
た
狐
^
者
の
ほ
と
ん
ど 

丫
佥
部
が
参
，
-1
,た
.ち
講
_

薩

企

業」
^
暮

漱

は

也

策

摩

：；举
行
采
で
も-
 

興
氏
力
米
潰
に#
淡
私
取
_
-1
1
1
1竟

，
：
私

杖
1;
_

く
中
_

^

1

の̂
著
作
' 

^
出
臂
近
パ
と
聞
ぃ
で̂

る
:'
:0
1:
:
.

」

：々

で

、
ぐ
：
こ

^
数
年
間
^
お
乾
る
哩
論
的
：
 

混
迷
は
、
い
わ
ゆ
る
民
族
資
木
論
的
觅
解
の
破
旋
忙
ょ
つ
て
も
た

.ら
さ
れ
た
も
.

論
1-
-
; 

5

は
、
：簡
專
に^

え
ば
、.
敗
歡
ょ
在
領
に^:つ
ぞ
ア
メ”ッ
ヵ
觀
国
主
義
の

：

•
植

屬

的

従

鳳

国

と

な

；
つ
：
龙

わ

が

国

に

：お
；
い

て

は

；
、
；
労

馨

階

級

が

ど

-<
:
*
$
\
故 

'の
貿
'#
的
独
古
^

^
以
外
の
：̂
切
の
国
§

階
層
と
統』

し
て
民
族
独
立
の
た
：
 

.

.め
に
^

^
基

盤

が

重

、
ぞ
の«
合
、'中
小
命
業
家
は
宥
办
な
同
盟
軍
と
な
り

： 

ぅ
る
0-
だ
と
.い
ぅ
主
張
.で
.あ

，
つ
：た

。

--
'
こ

の

ょ$
な

生

張

は

，
ー

九

五

丟

年

頃

を

緣 

上
ル
て
急
速
に
そ
の
カ
を
失
ら
次
い
备
、：
.：現
在
で
は
—1
^

^
資
本
や
|
1論
自
体
. 

は
、
い
わ
ゆ
る
ス
タ
ー
リ
ン
論
文
、
毛
沢
東
を
は
じ
め
，中
国
の
；民
族

^<

叩
論
の
：
 

_

的
適
用
に
も
と
づ
く4
の
で
^
戦
後
日
本
,

王
義
：に
つ-u
て
生
産
力
U 

生
産
関
係
.の
视
点
.か
ら
の
十
全
な
る
認
識
に
立
脚
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
い

5
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で
も
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小
エ
業
論
の.箱
展
に
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っ
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た

燊
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わ
_

.̂
る
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へ
；

■'
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贫

で
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り

あ
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通

占
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け
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策
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者
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一
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張
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活
蹯̂
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人
で
、あ
名
タ.そ
れ
％

(

巽
货
の
近
齋
に
接
ず
る
時
、
：
そ

れ

が

趣

数

年

間

に

営

：
 

々
と
し
て
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
氏
の
研
绝
の
集
大
成
で
あ
る
だ
け
に
、
，
か
つ 

パ
て
の#

の
海
族_

#

^

見
顧
が_

の
；ょ
ぅ_
_

满

，
赛

展

さ

れ

、
：
：
あ

る

；
い
.
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:
皮

省
-'
>
-
:苋_

廳

ザ

い

：る
め
が
ど
い
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点
に
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つ.
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て
太
き
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関
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が
も
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'れ
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ざ
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氏
の
本
書
に
一
お
け
る
基
礎
的
分
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^

角
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
⑴ 

■—
1中
'

e

企

画

題

を

、
，_

資
龙
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
と
、

そ
れ
に
規
定 

,さ
れ
ギ
い
，>

0

_主
義
^
全
般
的
危
撵
の
第-

j:

段

階

の

：
諸

特

徵

と

の

證

：か 

.ち

、
；：
；
い
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に

連

論

的

：に
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て

ゆ

く

か
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、
.：⑵
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日

本

業

、
王

義

の

特

殊
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つ̂

中

小

企

業

間

題

：を
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^
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前
の
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析
^
対
比
し
：な
が
ら
、
そ
の
戦
後
の
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#
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い
'か
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：暴
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.'
-:法
韻
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^
解
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す
る
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小
企
業
問
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を
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働
者
階
截
の
立
場
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之
く
に
資
本
主
義©
全
般
|

機
の
第
ー
1

1
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け
る
現
水
民
宝
主
雪
動̂
関
連
し
.て
、
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い
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.に
中
小
資
本
家
の『一:

一
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性』

：
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を

連

解
:1
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主
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諸
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の
共
避
觉..:
労

働

者
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の
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..
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い
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よ
う
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方
向
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う
点
で
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る
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丄
一
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冥
に
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け
を
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自
身
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^
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以
上
の
よ
う
な
基
磔
的
分
析
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角
か
ら
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中
小
企
業
問
題
の
本
質
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う
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す
る
場
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1
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者
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よ
れ
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小
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階
層
分
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理
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著
者
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1

^
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す
る
前
提
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AJ

し
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小
企
業
のW

立
条
件
及
び
存
に
■

自説
 

を
述
べ
た
の
ち
、'「

㈣
占
^
ホ
は
申
ル
ぬ
^
に
た
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す
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を
つ
う
じ
.て
中
小
企
業
を
残
存
さ
せ
従
属
さ
せ
、階
層
的
に
分
化
さ
せ
て
；い
る

」
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と
い
&

層
分
化
論
を
展
開
さ
れ■る
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そ

：し

で

、

「
：

こ
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ち
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お
.ゆ

各
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.
r̂

金
業
問
題
の
本
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内
容
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:
を
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;
'

「

独
ぽ
1

主
.̂
の
^
本
的
経
済
法
Mi
l 

に
規
矩
さ
れ
介
が
ら
、
独i

本
に
従
属
し
、
：
没
落.
’残

存
‘

生

成

す

る

た

：
か
へ 

で
階
層
的
に
分
北
し
て'い
る
複
雑
な
企
桊
群
が
金
体
と
し
て
独®

本
の
労： 

道
階
級
に
た
い
：す
る
福
的
ぐ
分̂

^
服
奪
衡
構
ど
し
で
の
奮
を
、
>
に

な
わ
：さ
.れ
て
い
る
と
い
う
と‘こ
ろ」

に
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と
め
Iる
。
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中
小
企
業
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題
の
本
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0
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定
の
上
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て
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第
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四
章
以
下
で
ば^

^

^

^

ぬ
現
実
疼
ぉ
呔^

^

企
業
の̂

^

- ^
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分

押
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。
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0
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^
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」

こ
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析

す

る
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と

め
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要

性

」

を

主

張

さ

れ

る

が

、

こ

'
の
 

場

合

、

分

析
0

中

心

的

対

象

と

な

る

の

は

独

占

資

本

の

裏

的

な

支

配

 

1

の
 

.も
と

.：に
あ

る

中

小

エ

業

の

状

態

で

お

る

。

.:
著

者

に

ょ

益「

独

弁

樂

の

求

 

;エ
業

に

お

す̂

各

支

攀

、

庄

洎

の

状

態

を

分

析

し

V

ゆ

く

場

合

、

V
そ

の

基

準

と
 

な

り

寥

と

だ

る

も

の̂

>
:
巍

占

資

本

の

中

小

工

業

.
に

た

い

す

る

直

接

的

な

支

 

，
鄱

醫

岭

も

と

に

あ

る

中

小

玉

篆

办

状

態

を

分

析

す

る

」

：：

こ

と

.で
あ

る

。
：

ょ

り
 

具

体

的

に

ば

、'1
占

資

本

0 ;
ー

中

小

エ

業

に

た

い

ず

る

系

列

.

下

請

制

的

支

配

, 

を

、

V求

エ

：
業

の
.醫
分

化

ど

関

係

し

尤

明

確

へ

に

す

る

」

.こ
と

で

あ

る

。

著

者

 

:は

Vど
れ

を

®
め

卽

肇

部

品H

寒

の

M

^

樓

夙

を

合

わ

也

な

が

ら

具

体

 

g
ic
;条
析

民

れ

る

。

そ

以

結

果

、

)

：
次

の

つ̂

へ

の

階

層

別

の

存

往

形

態

.を

検

出

さ

 

^ ;
る

。

''
'
:
:
す

な

れ

％

め

独

曲

企

業

の

子

会

社

、

(6
)
系

列

企

業

、

(0
)

専

属

的

下

障

 

:企
業

、

0 )
)
-浮
動

的

下

請

企

業

、
{1
^

浮

動

的

再

，

再4

下

^

水̂

企

，

(

エ

> 
業

 

X

問

§
:
マ

：v
Jl
-

'̂T
ク

：
ち

.問
犀

制

家

内

エ

業

を

ふ

乂

が
>
:-
で

.あ
る

0

.
こ
 

の

.五
つ

：
の
.階
層

は

、
''
'
.
:
g
^

(0
)の

：：

ょ

5

な

^
！

業̂

0

コ

ン

ビ

ネ
1

シ

H
ン

的

経
 

.
営

の

二 ：

攏

成

部

分

：

g
S

摇

莅

ぶ

>

_

@の

::
4

;
:
^
为

浮

動

的

に

収

_

の

対

象

と

し
 

々

て

利

用

れ̂

、

〔

*
細

低

と

の

危

機

ぬ

さ

ら

さ

れ

て

い

る

も

.め

と

'-
?
-一
つ

の

. 

大

著

览

|5
に̂

翁

.̂
:
„

く

て̂)

.-
-
1

中

小

エ

寒

の

蕭

分

化

は

、

；
：

一

方

で

： 

;

^

^本

0:
--
分

肢

：
ど

匕
,
1

-小
3 1
業

が

再

編

成

さ

れ

る̂

|で
.あ
0

、

他

方

 

で

は

零

細

化

と

没

落

を

促

進

す

る

過

程

で

も

あ

る

」

と

さ

れ

る

。
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す

る
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'

企
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■

の

象
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的

嚮
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?>
_
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繼

別

^

^

^

K

金

格

#
を

中

心

に

一

と

り

あ

げ

ら

れ
P
V'
る

。

:

:
:
;
“

ノ 

つ

：
本

書
0

中

必

：を

な

書

四

、
：

21

:
-
、
：

六

章

で

ぼ

、̂

,の
よ

5 :
'

に

中

小

企

業

の

婿

 

肩

分

化

の

状

態

が

各

侧

面

か

ら

分

析

さ

れ

て

い

る

の

で

あ

る

が

、

そ

の

場

合

の
 

，
畫

の

'潴
苁

师

私

寒

収

拾

ク

現

冻

海

の

諸

硎

究

成

果

の

贬

德

亡

い

で

は

大

. 

い

に

敬

意

を

は

ら

わ

ね

ば

な

ら

な

い

。

、

ま

た

、

嘴

唇

分

化

.の
実

証

研

淹

は

、

従
 

来

や

や

も

す

れ

ば

中

小

企

業

を

j-

ま

と

め

に

と

り

あ

げ

が̂.
だ

つ

.た

傾

向

に

対

 

す

る

批

判

と

.
し

て

ま

こ

，
と

に

適

切

な

も

の

と

い

え

よ

う

。

:
ぺ
著
者
は
最
終
章

「

結
論J.

で
.、
：
：
^

れ
を
基
礎
ど
し
て
ハ
-

3

-小

炎

業

置

研_
_

お
£

务
歡
見
權
を
版
判
し
、

)

：氏
吃 

問̂

^

吖

甚

患

視

角

を

證

認

さ

朽

て

“
る
ぼ
た
ぢ
へ
斷
見
解
に
対
す
る
へ 

「

批
判
；の
場
合
，
惜
し
■

ま
^ ；
卷
こ
と
は
ぃ
が0::
種
;̂
^

^

が
^

^

^

な

2)
,
;
も

ゆ 

^

ぐ'
誰
に
ょ
っ'
て
、_
何
時
、.'
:
'
.
'
の̂

よ

塞

王

張

ざ

れ

だ

^

の
說
の
が
が
全
く
明 

示
さ
れ
て
い
、な

い

こ

と

で

あ

る

.°

こ
の
よ
ぅ
な
形
で
は
、
諸
見
解
.に
対
す
る
批 

判

q

意
味
が^:
分
ぬ
ば
果
さ
れ
ず
、
：
：靈.が
e>
;

の
於
批
判
が
期
得
で
ぎ
な

_

と
：
 

同
時
に
、.,'.;
—*

般

読

者

.に

ぼ

ぼ 

れ

る。

.

■ 

■

-
 

承

■
■
以

上

の
；®

な̂

内

^
介̂

が

ら

则

ら

が

な

ぉ

ぅ̂

*書
が

^
心

"产
丨

.

' 
マ

：

:は
:;
"
独
-
1
{
1
1
^

の
支
配
踏
尤
を1

^
企
業
の
靈
分
化
の
問
題
で
^
石
。<?
^

^
 

-分
化
の
問
題
が
著
者
の
主
張
さ
れ

.る
よ
，
に
中
小

企
！®

題
©:
.本
質
解
明
^
お 

け
な
核
心.で
■あ
る
か
ど
う
か
は
一
应
お
く
と
し
て
も
、
，
と
，れ
が

.き
わ
.め
.て
重
要 

.な
問
題
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
？
数
年
前
に
い
わ
ゆ
る

T

最
大
限
利
潤
、

.

.の
法
則」

が
大
.
0ぬ
論
#-
さ
れ
た
時
に
ば
、
独
占
、
非
独
占
の
基
私
故
対
立
が 

，
置

韻

さ

れ

ふ

が
が

.

^:
非
^

:

^

資

本

内

部

が

1:
鳳
^
1
視

ぁ

.る
”
ぃ

は

霍

ざ
 

れ
，て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
が
、
現
実

.の

.中
小
企
業
問
題
を
分
析
す
る
た
め
^
. 

:

ば
、
：忠
企
業
が
幾
重
に
為
勤
を
が
し
て

.Wる
こ
：と
：を
認
識
し
、
そ

の

醫
 

，へ
構

造

の

、必
然
性
と
将
来
の
.

展
望
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
.そ
れ 

■

実
践
的£
4重
要
な
意
味
を
も
つ
へ
て
い
る
£
と
ぼ
云
5;
ぞ
で
も
ぁ
る
ま
ハ
。
：

'
,:
'
.じ
が
^:
な
.

_
\>
:喪
氏
が
'
? :
也
企
業
の̂

^
分
化
は
、̂

^
於
か
中
ボ
： 

,企
業
に
た1>
.す
各
直
接
的
な
あ6
勝
靜
に
ょ
で
で
、
具
；

^g
.

に
膨
開
さ
れ
る
も 

.の
で
灰
る

」

左
1.
>
わ
魏
る
と"こ
^
忆
ば
問
題
於
あ
を>
0
0.'
.::た
1>
か
に
、
現
段
階 

に
：.ぉ
对
ふ
中
小
，企
業0:
階
層
分
化
は
独
占
資#
の
支
配
.に
ょ
っ
て
展
開
さ
れ
る 

面
を
強
ぐ
も
？
て
い
：る
。
；乜

：か
じ

.

、
ま
^'
'

第

：
1

'

に
\
諸 

调

題

は

パ

実

ぱ

資

#

於
,

^'
私

私

,

か
不
.均

霊

展

；に
ょ
叉
て
資
.

^

積

規

模 

6
壹
的
差
異
が
生
じ
る.と■

ぅ

こ

と

に

塞

礎

が

：故

.

い
：.

て
.い
る
.の
..で
あ
る0
獎

 ̂

^

.
-.
s
-
s企
業
の
醫
分
化
は•
•す
良
本
独_

本
€
:
:

…

企
業
系
列
的_

>
 

を
‘お
こ
な
ぅ
こ
と
に
ょ
つ
て
形
成
.さ
れ
て
き
，た|—
.
.
.
.
8
点
引
用
者

)

.
と
い
わ
 ̂

'る
^ ：
き
、
。諸̂

^
の
馨
積
規
摸
め
箸=
=企
|
1
^
1
め

形

魄

於

と

の

^:
業

系

列

的 

支
配
鄭
の#
提(

と
1.
:
で
：す

で

^
孩
崔
1>
で
い
^
と
1:
>
;
^
が̂
著
し
ぐ
軽
娓
さ̂
て
. 

\い
务
旁
に
思
わ
；れ
る
产
第
u
f
cは
、
；_巽
氏
が
、:.
独
占
資
本
の
中
小
企
業
に
対
_ 

す
ふ
囊
的
支
跑
形■
一
 
ハ
下|
?制
’*,
系
列
>
:
重̂
視
し
、

本

は-.
こ
.の 

直
接
的
^
安
配
形
轉
の
も.と
に
あ
る
企
業
を
軸
と

)

1>
-1
:
:
、
.

_

の

諸
企

業

を

間 

龍

に

支
^
-
馨̂

-L
て
い
る1-
七
：さ

れ̂'
い
.
>
9点
で
.あ
る
。
：
こ
め
場
合>.
直 

■接
的
支
配
下
の
企
業
が
い
'か
な
る
意
味
で
軸
で
あ
.る
の
か
と
い
う
こ
と
、
ゑ
び

直

接

的

变

配

下

に

あ

る

中

小

企

業

が

全

体

の

中

小

企

業

の

な

か

ヤ

い

.か

.
な

る

比
 

'重
を

し

.め
'
る

の

か

と

い

う

と

も

が

全

ぐ

説

明

さ

れ

で

い

い̂

し

、
さ

ら

：
に

.̂
た

、
. 

独

占

薬

の

囊

變

配0

下

に

知

る

中

小

企

業

と

間

接

的

な

支

配

の

下

に

あ

.

:

る
中
小
企
業
と
の
関
連
.を
明
ら
加
に1>
、
，'そ

れ

ら

を

統

，
ザ
し
て

.把
：克
る
論
理
が 

.

展
開
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
'
:
'
.
弋

:
と
の
上
う
な
問
謂
は
、
..
第
四
章
以
下
の
戦
後
日
本
の
^

!
分
化
の
分
析
に
■お 

い
て
む
同
様
に
傷
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ず
な
わ
ち
、
そ
と
で
ば
、
自
動
車
部

. 

品
産
業
に
お
け
石
卞
請
系
列
化
と

*

^
化
の
状
態
が
分
析
さ
れ
て
、
"
す
で
に
ヤ 

途
弋
た
よ
う
な
五
っ0,
1

^

:在
^

^

が

検

出

さ

れ
た

の

：
で
あ
石

が
、

.:
'
;
は
た
へ 

し

ず」

の
よ
う
な
靈
鐘
が
他
の
産
業
に
农
い
：て
ど

.の
程
度
あ
て
：は
ま
る
の 

:

か
と
い
う
点
に' つ
い
て
は
何
ら
分
析
が
進
め
ら
扣
て
砍
な
：；；

::
0

ま
た
、

,

独
^

本

に

よ

：
？

て

直

接

的

に

：
は

支

配

さ

れ

ず

に

、

g

i

eの
み

支

配

さ

れ

て..
い

.
る• 

よ

う

な

産

業

に

属

す

る

务

数

の

中

小

金

業

が

、
ど

：
の

よ

う

に

.独
占

資

本

に

よ

」

っ

て
 

'交
配

さ

れ

^
分̂

化

し

て

い

る.の
か

も

殆

ん

ど

ふ

机

ら

れ

て

い

な

い

。
へ

先

に

引
 

用
し
た
占
資
本
は
こ
の

.直
接

的

な

支

配

形

_

の%:
.と
.に
，
あ

る

企

業

を

軸

」

 

と

し

て

、
1

.の
諸

企

業

釔

間

接

的

に

支

配

し
$
奪

1.
:
ズ

い

る

|_
と

い

か

内

容

.

： 

は

、

.理
論

的

に

%.
、

戈

た

実

証

的

に

も

殆

ん

ど

説

明

ざ

：
れ

て

い

.な
い

と

：
い

っ

て
 

よ

い

の

一

で

あ

る
0

要

す

^;
に

、

.，著
者

の

強

調

ず

る

「

習

資

本

に

よ

る

直

接

的.

:

.支
配
形
腾」

の
"

金

産

業

鐘=

独
占
資
本
の
支
配
；
収
靡
の
全
構
造
の
中
で 

:の
傷
づ
げ
が
不
十
分
だ
と
“

：う
こ
ど
で
あ
ろ
う
。

.
ざ

：の
著
作
が
た

〔

ん
を
：
1-
罙 

列
^

i
:

や「

騰

分

化」

&

研
究
で.は
な
く
1

货
階
に
：ぉ
け
る
中
小
企
業
_ 

o

研
菊
1-
-
:を
&

す
以
上
、
賺

造
的

な
把

握
.
.
分
析
が
不
可
欠
な
の
で
は
あ

.一
る
ま
い.か
。'

' 

' 

V
' 

■

.つ
ぎ
に
ヤ
購
分
化
忆
か
ん
す
る
著
者
の
主
張
の
う
ち

^

階

層

^

^

の

結

果 

.

と

し

て

下

層

:
(

さ
き
の2i
つ

一

の

階

膚

の

々

ち

の

ぐ

が

！
！̂

化

と

没

奮
 

:

'.

促

進

さ

，れ

て

，
い

る

、

と

い

う

結
論
に
つ
い
て
、
，
，

簡
単
に
疑
問
点
を
提
示
し
て
お 

.

と

ぢ
"

ず

故

怒̂

H

ず第
：.I

 g
、

;

憑

の

数

年

間

を

と

っ

尤

：み
る
な
ら
ぱ
、

.

. 

'か
な
り
下
層
の
小
規
模
企
業
に
お
い
て

も

員

ホ

罾

ま

の

^

^

が
み
ら

れ

る
の

で 

あ
っ
.て
、
：
：そ
の
：動
向
は
決
し
て
単
純
に
零
細

•
没
落
化
と
い
う
だ
：け
で
.と
ら
え
.、
 

:

ら
れ
な
い
内
容
を
も
っ
て
い
る
の
ヾ
で

'は
.な
か
ろ
う
か
、
9
第
ー
ー
に
、

た
と
.え
こ
の 

.
:
.
零

細

化

：
没

落

化

が

進

：ん
：
で
；
い
，
る

と

し

て

%'
、
：：
そ

れ

が

直

ち

に

著

者

の

如

く 

、
■.
'■.

「

ご
、
の
^

®分
化
：の
過
程
は
、
：

.

同
^-
:に
中
小
企
業
の
：も
つ—*
.
M性
が
、
i

者 

、
階
級
の
力*:
と
関
連

し
独
占
企
業
の
補
完
：

^

在
か
ち
矛
盾
、
；
■対
立
的
存 

:

:
 

'

在
，に.転
化
す
る
過
程
で%:
あ
る」

.と
，い
う
ょ
う
に..把
©.
ず
るA1.

と
が

^

ぎ
る

か 

,
'ど
ラ
が
は
疑
問
で
あ
る
。
：

.こ
；の
点.は
、
へ
必
ず
し
も̂
|
|
|
の
_中

心

：
テ
ー
.
マ
.で
は
な 

い

か

も

^

^

^

^

が
マ
先
に
ふ
れ
た
运
族
資
本
論
^
と
も
関
係
し
て
重
要
と 

思
わ
れ
る
の
で
ぃ
次
に
ま
と
め
て
問
題
と
し
：た
い

。
'
;

:.

著
者
は
ヽ
最
終
章
で
づ
ぎ
め
ょ
う
に
主
張

^

れ
る
ゃ—

現

段

^

で

ば

ゝ

独

占 

:

.

資
本
に
ょ
ら
て
：全
ル
会
が
収
奪
さ
れ
て
お
り
、

M -
W

;

本
の
諸
政
策
は

労
®
？

■■
'

.
階
級
だ
け
で
な
く
、

.

：：
.

農

民

、
中

間

層

，
中
小
資
本
の

1
:

定

の

部

分

の

蓮

と

も 

:

深
刻
に
対
立1>
て
い
る:0
と
：こ
：に
、
と
九
ら
す
べ
て
め
被
圧
迫
階
層
の
抵
抗
、
さ 

:
〈

ま
ざ
ま
な
社
会
層
の
；あ
：い
だ
の
共
通
め
刺
害
関
係
、

ひ
と
に
ぎ
乃
の
独
占
体
の 

. ,
:

、ハ
支
配
ヒ
対
摘
$

共
亂
行
動
办
客
観
的
基
盤
へ
の
形
成
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

:

务
れ
故
ジ
免^

^

級
は
、
各
階
層
別
中
小
資
本
家
に
た
い
し
て
'
そ
の
と
き 

i 

•

.

六
1

ー
ー(

八
0

ー：
>

:

:



ど

き

の

労

働

運

動

の

発

達

の

度

合

(

時

期

と

程

S

と

関

連

ざ

せ

な

‘が
ら

、

柔

. 

軟

性
-
の

あ

る

臌

度

を

と

石

必

要

が

あ

りr

一
 

面

提

携
.

一

面

闘

争

の

戦

術

康

則

L _. 

を

と

り

な

が

ら
「

民

主

主

義

的

統

一

の

政

策

の

%•
と.
.
に

あ

る

社

会

的

諸

勢

力

： 

•
を

、

社

会

主

義

的

課

題

の

'麗

に

'
'ひ
き

い

丸

て
.
い

ぐ

こ

と

が

で

き

る
-

I

 

以

上

が

著

者

の

主

張

で

あ

る

が

、

し

か

し

、

こ

こ

で

注

意

し

な

け

れ

ば

な

ら
 

な

知

の
^

;'
:

- :
の
^

う

な

労

補

者

階

級

と

私

/ ]
>
資

本

家

と

；
の

統

：
ー

^ .
必

要

性

と

：
：
 

^
能

性

む

兑

砍

で

0 :
生

贬
.

：'が
：な_

の

民

族

齋
#

論

以

来

，
：
+

わ

た

っ

て

行

な

わ

れ

て

き

た

も

の

だ

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

そ

れ

故

、

現

在

こ 

:

0;
扣

、

な

主

張

が

务

さ

れ

る

場

合

久

こ

か

屯

金

年

間

に

、
！
：
^

少
し
も
進
展
し
て
こ
な
か
っ
た
の
か
が
十
分
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

, ;
:
v
"
収

奪

者

と

簾

澈

者

、

：
宽

馨

と

被

支

配

者

レ

の

間

の

矛

© :
を

敵

対

的

矛
 

'
盾

に

転

化

さ

せ

を

た

め

に

は

、

た

ん

に

収

雜

関

係

の

存

在

を

指

摘

し

た

り

、

統
 

1

か

必

要

性

を

主

張

し

た

り

す

る

こ

と

で

は

余

り

に

不

十

分

で

あ

る

。

過

去

の 

経

験

ホ

>
0
せ
<

^
漱

討

ど

、「

；
$
.

の

-1
統

1
._
ー
の
発
展.
の

見

と

.权

し

吟
 

い

て

も

、

も

？
と

具

体

的

^
撒

密

む

分

歡

が

必

要

だ

の

で

は

な

か

ろ

う

が

;0.

と.. 

く

に
,

に

の

ぞ

み

た

：い

の

ば

、

本

書

で

精

カ

的

に

論

じ

ら

れ

た
.
中

小

企

業

の

<7
)
 

i

分

化

と

い

‘

実

が

ご

こ

の

「

労

働

者

階

敬

と

中

小

資

本

家
.
ど

の

統

：1
1_. 

に

お

い

て

い

か

な

る

意

味

を

も

つ

の
か
，
に

つ

い

て

、
:
も

マ

督

確

に

し

て

ほ
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